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齋藤 彰（さいとう あきら）教授博士（文学）『日本古典への誘い 100選Ⅱ』（共著）東京書籍，2007年／『草庵
集兼好法師集浄弁集慶運集』（和歌文学大系65 共著）明治書院，2004年／『徒然草の研究』風間書房，1998
年／『大歳時記第二巻』（共著）集英社，1989年／『諷増抄』（加藤磐齋古注釈集成7 解説）新典社，1985年

























入りがたけれど かなたには 不思議な光 小暗き谷の底を 青白く なべては 影のごとく消ゆ
べきに 不思議なる光のみ 移りゆく とこしえにかがやきて」を刻む。ふるさとの碑は富士山に臨
む広場の角にある。そこにも東明の詩「野に出でよ あかときの光 草の葉 露にぬれ 地を踏め
やはらかにまた 冷ややかな 地をふめよ足うらで 風さわやかに 木の葉を揺り 鳥の胸毛をふく
空を見よ うつくしき空に 雲はただよふ 野に出でよ愛の野へ 野は自然の胸 つねに静かにし
て 安らかなり」を刻む。ふるさとの碑から振りかえって見て，池は元来「みかえりの池」と称され
たかとも思われる。現在瀧があり，鯉が群れ泳ぐ。水車池池もある。躑躅の近くには富士山に臨
む杉の子教室，栗の実教室があり，さらにみかん教室がある。梅林，栗林，竹林，みかん園，茶畑，
芋畑などを維持している。道の名には，『萬葉集』，『竹取物語』，『徒然草』，『奥の細道』などの日本
古典文学作品や「明星」，「白樺」，「あららぎ」，「常磐木」などの日本近代文芸雑誌のほか，創立者の
詩題「若草」などが使われている。殊に「常磐木」には注意される。散策しつつ互いに語り合って友
情を深める道として，日本古典文学と日本近代文芸雑誌を重視した東明学林の道の名は，興味深い。
今回も各専門の多彩な論考を寄稿くださった近代文化研究所員の方々に感謝申し上げる。
（近代文化研究所長 齋藤 彰）
